
児重生徒の困つている状況に対して、担任等が「気付く」ことから支援が始まります。しかし、担任の工夫
や経験だけでは十分な支援ができないケースもあります。学年や学校全体で段階的に検言1を重ね、学校が組織
として対応することが、必要になってきます。また、校内の様々な知識のある先生方や通級指導教室や特別支援
学級の担当の先生と連携することが大切となってきます。

通常の学級での指導
発達障がいを含めた障がいのある児重生徒が在籍している可能性を前提に、全ての教科等において一人一人の教育的二一

ズに応じたきめ細かな指導や支援を行う必要がぁる(小・中学校新学習指導要領にて明示)一 ● 、e 学級 ゛ 〇担任による気付き 〇チェツクリスト活用
l ル」 通品の子'での工夫 〇教育相談の実施

チームによる支援
(学年で検討)

チームによる支援
(学校全体で検討)

チームによる支援
(学校全体で検討)

〇情報の共有 〇指導・支援の共通理解

〇学級担任等の特別支援学級等への授業参観

〇少人数指導 〇習熟度別指導

〇支援員の活用 〇通級による指導

〇特別支援学級

特別支援学級に在籍する

児重生徒や通級による指導

を受ける児童生徒について

は、作成が義務化されます。

通常の学級においても長期

的な視点で児重生徒への教育
的支援のために、必要な場合は

作成しましょう。

チームによる支援 (学年で検討)例
上記の支援チャートレベルII 学年での検討の仕方です。付望を用意し、(1)KJ法で児重生徒の困難さを特定、
(2)ブレインストーミングで支援策を決定していきます。

(1)KJ法で困難さを特定 毒鍵援教育ガィドブック

見出し

見出し

見出し
見出し

見出し

〇 個人で困難さを付窒に1枚に1つずつ書き出す。
e グループで、似ているものは近くに整理していく。
8全部出し尽くしたら、見出しを付けて分類する。
〇主要なものを2つ̃3つ程度に絞る。

、

学校の中には、特別支援教育の知識や情報をもっている先生がいたり、

現在の実践の中に、特別支援教育の視点を含んだ取組がぁったりする

など、すでに多くのヒントがぁります。
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〇個人で、困難さを改善するための方策を書き出す。

e ブレインストーミングで順番にアイデ、アを貼つていく。
似ているものは近くに分類する。

8 始めに合理性で左右に分類する。
〇 合理性で並べ終わったら、周囲の児童生徒の受け入れ易さを
上下に移動させ、分類する。

〇 合理性が高く、周囲の児重生徒に受け入れ易いものから支援
策を決定する

・ 小学校新学習指導要領・中学校新学習指導要領(H29年3月 文部科学省公示)

発達障害を含む障害の児重生徒に対する教育支援体制整備ガイド、ライン(H29年3月 文部科学省)

教師と子どもの「困つた」を「笑顔」に変える本/樋口 一宗(H29年3月東洋館出版社)

※参照① インクルDB 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所HP http・//incl u s ive.n lse.go Jp
※参照②̃⑤  宮山奇県教育研修センター H P https・//cms.mり,az a ki -c.edJp

②合理的配慮の提供に関するガイド、③特別支援教育ガイドブック(子どもと教師のための実態把握シー ト)、④個別の

教育支援計画(宮山奇東諸県工リア)、⑤高等学校にお(-ナる授業のアクセシブル・デザイン

通常の学級を担任されている先生用

友達と一緒に

活動したい

一緒に参加

できるんだ

〇
〇

※1

友達

教科書が

読めるように

なったよ
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※1 障がいのある児重生徒が、他の児重生徒と平等に「教育を受ける権利」を享受し行使できるよう、一人一人の特徴や場面
に応じて発生する困難さを取り除くための、学校の設置者及び学校が必要かつ適当な変更・調整を行うこと

※2 障がいのある児重生徒に対し、その状況に応じて「合理的配慮」を提供するための基礎となる教育環境を整備すること
※3 障がいのある児童生徒にとって、学校生活や社会生活を送る上で障壁となるようなもの

通常の学級において、発達障がいを含む障がいのある児童生徒が在籍している可能性を前提に、全ての先

生には、特別支援教育に関する一定の知識・技能を有し、児童生従が安心して過ごすことのできる学級経営や

多様な学びに対応した分かりやすい授業を行うこと、個々の児童生従の障がいの特性を踏まえた配慮を提供

することが求められています。

このリーフレットは、平成28年度・29年度に文部科学省事業「発達障害に関する教職員等の理解啓発・専門
性向上事業(通級による指導担当教員等専門性充実事業)」 を受け、特別な支援を必要とする児童生従が、学
校生活の中で自己実現できるよう通常の学級での支援の視点について作成したものです。

平成30年3月 宮崎県教育委員会 通級による指導担当教員等専門性充実事業
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通常の学級において、きめ細かな指導や支援の工夫を行うことで、
児童生徒一人一人の可能性を引き出し伸ばしていきます。そのこ
とが学力向上等につながります。

●学習上や生活上の困難さを改善・

克服するための配慮

●学習内容の変更・調整

※参照①:インクルDB
参照②:合理的配慮の提供に関するガイド

参照③:子どもと教師のための
実態把据シー ト

うまくいった指導だけでなく、うまくいかなかった

指導も記録して残しておきましょう。

「いつ」、「どこで」、「どのような場面で」、「どのような
つまずきや困難さがぁるのか」等、児重生徒の実態を

日頃の行動観察から把握しましょう。特に授業中の態

度や友達関係などからも児童生徒が出してい

る小さなサインを見つけることができます。

●情報・コミュニケーション及び教材の配慮
●学習機会や体験の確保

● 心理面・健康面の配慮

通

行動観察記録やエピソー
ドを記録し、気になる行動

の具体的内容を把握

担任以外の関わりのある人にも観察してもらい、苦手なところだけでなく、複数の目で行動を

客観的、多面的(得意なこと、長所等)に捉えることが有効です。特に、中学校では、教科によっ

て生徒の様子が違つてくることもあります,

見え方・読み・書きに困難さがぁる児重生徒

●にT機器(タブレット端末等)の使用

●テストにおける時間延長や音声読み上げ機能の使用

短期的な記憶が難しい児重生徒

● メモを書く習慣の言葉掛け、物品の定位置を決める支援

● リマインダ'一などの記録機器の使用 など

つ
ま
ず
き
の
要
因
の
把
据

1bJ
ヨ通
型 通

「いつからいつまでに、誰
が、どこで、どのような支

援をするか」を決定

職
員
間
の
連
携
・
関
与

特別支援教育コーディネーター、特別支援学級担任、通級に
よる指導担当者との連携が重要です。特別支援学級の授業

参観等で、支援のヒントが見つかるかもしれません。

通常の学級において、児童生徒が安心して過ごすことのできる
学級経営や多様な学びに対応した分かりやすい授業を行うことが、
生徒指導や学習指導が機能する学級経営の基盤となります。

i

8四理〇、ま,uu学極taKッ-リu !港め自益器認「る」
①相互理解を進め、一人一人を大切にする学級での所属感、自己有用感の高揚

②整理整頓の仕方を図に示すルールの「見える化」などの環境整備※
③全ての授業において学習規律の確立など ※参照⑤:高等学校における授業のアクセシブル・デザイン

☆個別の指導・支援を必要としている児重生徒のみに注目が向きがちですが、その児重生徒
だけに焦点を当てるだけでなく、周囲の児重生徒を育てる視点も重要です。

1.学びの過程において考えられる困難さとそれに対する指導の意図と手立てを検討しましょう!
2. 障がいの状態や発達段階、本人の願いを船まえながら
〇 一斉指導における活動への配慮・活動量や活動内容を個別化しましょう。
〇活動の目的が達成できる方法に変更・調整しましょう。

・ヨョ・/ ' 」一 l- l i l1lt t一、r-SS? IZ 'll日・・0,l,l、当,i大一言-当,・,e二、、一一? 宣、l L,(- l? t'l、l実EE(_' l 」 ' 〇 り0? ロ、◆J、一; f -'I :Xl司 一; f--l-1
i●l 困 難 さ
活動の目的

板書内容をノートに書写する際に時間を要することから、学習活動が遅れがちになる。

課題を解く。 0
※話を聞く場面では、聞くことに注意が向くように言葉掛けを行い、 , 、
内容の理解に活動の目的がぁることを確認させる。 ● ●

活動の目的が達成できる方法に変更・調整

課題を解くための思考時間の確保 =;> 書写時間の短縮・書写内容の精選

① ワークシートへ変更
②写真撮影で一時的な記録→自宅でノートへ書写
③写真撮影のみで記録
※自己肯定感が、高められるように的確な指示、称費を心掛ける。

児童生徒にかかわる職

員間の共通理解や連携

が重要

※

具体的な短期目標を設定し、支援の手立てを明確にします。また、 関係する職員間で情報を共有し、連携する必要があります。作成された

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」は、保護者や関係機関と協議し連携を図る重要なツールとなり、次の学年や学校間の引継資料
となリます。さらに高校入学者選抜検査日寺や入学後の合理的配慮の提供についての協議資料となります。

※参照④:個別の教育支援計画

(宮崎東諸県工リア)

児重生徒の力を伸ばす時期を得た必要最小限の支援の在り方の検討

. e

全ての児重生徒が

「楽しい・分かる・できる」と t
感じられる授業を目指そう! ●

① 明確な指示(1指示1動作)や発問、話し方の工夫 ●
② ノート指導と関連させ、授業の内容が分かる構造化された板書 、ア''l

P③絵、文字や音声など視覚や聴覚を使つた多様な情報の効果的な活用
④全ての授業で、指導方法が続一され、活動内容が見通せる安心感のある授業

⑤ 具体物・半具体物を使うなど分かりやすく、興味・関心を引き出す教材・教具の工夫
⑥知識を「教える」から、子どもの力を「引き出す」主体的・対話的で深い学びのある授業の展開 など

☆個別の配慮が必要な児重生徒を念頭においた授業づくりが、多

様な学び方をする児重生徒を含め、学級全員にとっての学びや

すさになり、学力向上につながります。

l●、・「なぜ、 、 l t l-l l◆
何のために学ぶのか」 ' t -
の理解を図ることが
重要となります。


